
第
六
十
条
第
一
項
中
「
、
認
可
」
の
下
に
「
、
登
録
、
変
更
登
録
」
を
加
え
、
同
項
の
表
前
条
第
一
項
第
四
号
に

掲
げ
る
事
項
（
自
然
公
園
法
第
十
条
第
六
項
の
認
可
又
は
同
法
第
二
十
条
第
三
項
の
許
可
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の

項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

前
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
（
電
気
事
業
法
第

二
条
の
二
若
し
く
は
第
二
十
七
条
の
十
五
の
登
録
又
は

同
法
第
二
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
七
条
の
十

九
第
一
項
の
変
更
登
録
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

同
法
第
二
条
の
二
若
し
く
は
第
二
十
七
条
の
十
五

の
登
録
又
は
同
法
第
二
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は

第
二
十
七
条
の
十
九
第
一
項
の
変
更
登
録

平成™�年�月˜Ÿ日 水曜日 (号外第˜š�号)官 報

第
四
章
の
前
に
次
の
五
条
及
び
一
節
を
加
え
る
。

（
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
処
理
設
備
）

第
十
七
条
の
二

船
舶
所
有
者
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
船
舶
に
、
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
の
船
舶
内
に
お
け
る
処
理

の
た
め
の
設
備
（
以
下
「
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
処
理
設
備
」
と
い
う
。）を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
船
舶
に
設
置
さ
れ
る
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
処
理
設
備
は
、
第
十
七
条
の
八
第
一
項

の
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
処
理
設
備
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
処
理
設
備
が
前
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
船
舶
に
設
置
さ
れ
る
前
に
、
当
該
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
処
理
設
備
が
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準

（
第
十
七
条
の
七
に
お
い
て
「
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
処
理
設
備
技
術
基
準
」
と
い
う
。）に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
の
行
う
確
認
を
受
け
た
場
合

二

前
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
当
該
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
処
理
設
備
が
前
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
船
舶
に

設
置
さ
れ
る
前
に
第
十
七
条
の
八
第
一
項
の
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
処
理
設
備
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
困
難

な
事
由
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
場
合

３

船
舶
所
有
者
は
、
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
第
十
七
条
の
八
第
一
項
の
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
処
理
設

備
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
な
く
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
処
理
設
備
を
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
船
舶
に

設
置
し
た
と
き
は
、
当
該
船
舶
に
設
置
さ
れ
た
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
処
理
設
備
に
つ
い
て
前
項
第
一
号
の
確
認
に
相
当

す
る
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
処
理
設
備
の
う
ち
、
薬
剤
の
使
用
そ
の
他
環
境
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ

り
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
の
処
理
を
行
う
も
の
に
つ
い
て
第
二
項
第
一
号
の
確
認
（
前
項
に
規
定
す
る
同
号
の
確
認
に
相

当
す
る
確
認
を
含
む
。）を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
処
理
設
備
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り

排
出
さ
れ
る
物
質
が
水
域
環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら
有
害
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
環
境
大
臣

の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
処
理
設
備
の
設
置
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
。

第
六
十
条
第
三
項
中
「
第
九
条
第
二
項
又
は
第
十
六
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
第
二
条
の
六
第
四

項
、
第
九
条
第
二
項
、
第
二
十
七
条
の
十
九
第
四
項
又
は
第
二
十
七
条
の
二
十
七
第
三
項
」
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

環
境
大
臣

石
原

伸
晃

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
六
年
六
月
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
七
十
三
号

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
三
章

船
舶
か
ら
の
廃
棄
物
の
排
出
の
規
制
（
第
十
条
e

第
十
七
条
）」を
「
第
三
章

船
舶
か
ら
の
廃

第
三
章
の
二

船
舶
か
ら

第
一
節

船
舶
か
ら
の

第
二
節

有
害
水
バ
ラ

棄
物
の
排
出
の
規
制
（
第
十
条
e

第
十
六
条
）

の
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
の
排
出
の
規
制
等

有
害
水
バ
ラ
ス
ト
の
排
出
の
規
制
（
第
十
七
条
e

第
十
七
条
の
六
）

ス
ト
処
理
設
備
の
型
式
指
定
等
（
第
十
七
条
の
七
e

第
十
七
条
の
九
）」に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
排
出
す
る
こ
と
」
の
下
に
「
、
船
舶
か
ら
海
洋
に
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
を
排
出
す
る
こ
と
」
を
加
え
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
廃
棄
物
の
排
出
」
の
下
に
「
、
船
舶
か
ら
の
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
の
排
出
」
を
加
え
る
。

第
三
条
第
六
号
中
「
及
び
有
害
液
体
物
質
等
」
を
「
、
有
害
液
体
物
質
等
及
び
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
」
に
改
め
、
同
条

中
第
六
号
の
三
を
第
六
号
の
四
と
し
、
第
六
号
の
二
を
第
六
号
の
三
と
し
、
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六
の
二

有
害
水
バ
ラ
ス
ト

水
中
の
生
物
を
含
む
水
バ
ラ
ス
ト
で
あ
つ
て
、
水
域
環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら
有
害

と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
を
い
う
。

第
十
六
条
の
次
に
次
の
章
名
及
び
節
名
を
付
す
る
。

第
三
章
の
二

船
舶
か
ら
の
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
の
排
出
の
規
制
等

第
一
節

船
舶
か
ら
の
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
の
排
出
の
規
制

第
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
船
舶
か
ら
の
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
の
排
出
の
禁
止
）

第
十
七
条

何
人
も
、
海
域
に
お
い
て
、
船
舶
か
ら
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
を
排
出
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各

号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
の
排
出
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

船
舶
の
安
全
を
確
保
し
、
又
は
人
命
を
救
助
す
る
た
め
の
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
の
排
出

二

船
舶
の
損
傷
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
原
因
に
よ
り
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
が
排
出
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
引
き
続
く

有
害
水
バ
ラ
ス
ト
の
排
出
を
防
止
す
る
た
め
の
可
能
な
一
切
の
措
置
を
と
つ
た
と
き
の
当
該
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
の

排
出

２

前
項
本
文
の
規
定
は
、船
舶
か
ら
の
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
の
排
出
に
つ
い
て
は
、

適
用
し
な
い
。

一

日
本
国
領
海
等
又
は
公
海
の
み
を
航
行
す
る
船
舶
か
ら
の
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
の
排
出

二

排
出
海
域
そ
の
他
の
事
項
が
海
洋
環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら
有
害
と
な
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
し
て
政
令
で

定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
の
排
出

三

二
千
四
年
の
船
舶
の
バ
ラ
ス
ト
水
及
び
沈
殿
物
の
規
制
及
び
管
理
の
た
め
の
国
際
条
約
（
第
十
九
条
の
五
十
二

第
二
項
に
お
い
て
「
船
舶
バ
ラ
ス
ト
水
規
制
管
理
条
約
」
と
い
う
。）の
締
約
国
で
あ
る
外
国
（
以
下
「
船
舶
バ
ラ

ス
ト
水
規
制
管
理
条
約
締
約
国
」
と
い
う
。）の
う
ち
の
一
の
国
の
内
水
、
領
海
若
し
く
は
排
他
的
経
済
水
域
又
は

公
海
の
み
を
航
行
す
る
船
舶
か
ら
の
当
該
船
舶
バ
ラ
ス
ト
水
規
制
管
理
条
約
締
約
国
の
法
令
に
従
つ
て
す
る
有
害

水
バ
ラ
ス
ト
の
排
出

四

二
以
上
の
船
舶
バ
ラ
ス
ト
水
規
制
管
理
条
約
締
約
国
間
に
お
い
て
海
洋
環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら
有
害
と
な
る

お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
し
て
合
意
さ
れ
て
行
わ
れ
る
当
該
船
舶
バ
ラ
ス
ト
水
規
制
管
理
条
約
締
約
国
の
内
水
、
領

海
又
は
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
の
排
出
で
あ
つ
て
、
当
該
排
出
に
関
し
政
令
で
定
め
る
要

件
に
適
合
す
る
も
の

五

有
害
水
バ
ラ
ス
ト
の
排
出
に
よ
る
海
洋
の
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
試
験
、
研
究
又
は
調
査
の
た
め
に
す
る
有
害

水
バ
ラ
ス
ト
の
排
出
で
あ
つ
て
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
国
土
交
通
大
臣
の
承

認
を
受
け
て
す
る
も
の

３

前
項
第
五
号
の
承
認
に
は
、
有
害
水
バ
ラ
ス
ト
の
排
出
に
よ
る
海
洋
の
汚
染
の
防
止
の
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お

い
て
、
条
件
を
付
し
、
及
び
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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